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中央コンサルタンツ(株)福岡支店  ○正会員 竹中 一真  非会員 山口 正剛 

非会員 橋本 史郎  正会員 田中 智行 

１.はじめに 

平成 28 年熊本地震により,熊本市内に位置する 1 

級河川白川を跨ぐ白川橋(橋長 148.8m)が被災し

た.1 径間目は昭和 35 年に竣工された鋼下路式ロー

ゼ桁,2・3 径間目は昭和 53 年に竣工されたプレビ

ーム合成桁である.鋼下路式ローゼ桁部の支承はタ

イプ A 鋼製ピン支承である.震災を受け,支承の上

沓と下沓をつなぐピンが破断(写 1,2)しており,桁 

が平面的に回転するように移動していた.また,A1 橋台側はピンが抜け落ちるこ

とで橋面上に段差が生じていた.3 次元測量による詳細調査の結果,A1 橋台側は桁

が 55mm 沈下し,水平方向に 101mm の移動しており,P1 橋脚側(写 3)は水平方向に

33mm の移動が生じていた(図 1,図 2).A1 橋台側の桁の沈下の影響で,段差が生じ

たことで日交通量 15,056 台(H22 センサスデータ)の本線は通行止めとなった.本

稿は,震災の影響により破損した鋼製ピン支承の復旧における,早期交通解放,回

転した桁への対処,余震への対策,支承取替えについて説明する. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.応急復旧設計 

支承の復旧に際し,支承の製作に時間を要するため,早期交通解放を目標とし

て,応急復旧による仮受サンドルを設置することとした(写 4).A1 橋台側の段差

について,ジャッキアップにより解消することができ,鉛直方向への桁の移動は

可能だったが,水平方向へ桁が回転し,水平移動していることへの対応が問題と

なった.検討した結果,鉛直方向はユニバーサルジャッキを設置し,水平方向に

対応できるように,水平方向油圧ジャッキを用いることで,短時間で上部工を所

定の位置に戻すことを可能とした. サンドルの設置幅は,安定性の向上を図る

ため,十分に幅広く設置するものとし,設置位置は本支承前面にて仮受し,破損

した支承を撤去後,サンドルを再設置する計画とした. 

しかし,サンドルは鉛直荷重を支持するのみであり,橋軸方向,橋軸直角方向

の水平力を耐えることができないことが問題であった.余震が続いている中,地

震時水平力の対策が必要であると判断し,横拘束構造の設置を提案した.橋軸方 

写 1 A1 橋台側支承状況 

写 3 P1 橋脚側支承状況 
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図 1 被災状況図(側面図) 図 2 被災状況図(平面図) 

写 4 仮受サンドル設置状況 
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向への上部工の移動に対し,段差防止となるサンドルの設置を

提案した.橋軸直角方向の水平変位に対しては,H 形鋼材をトラ

ス状に組立てた横拘束構造(本復旧に撤去可能な構造)を提案

した(写 5).損傷状況より,直角方向の水平移動の可能性が高い

こと,大きな余震が続いていることを踏まえ,本復旧までの期

間に落橋しないようレベル 2 地震動に対して満足する構造とし

た(図 3).応急復旧の支承取替ステップについて図 4に示す.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.本復旧設計 

本復旧設計は,応急復旧で設置したサンドルを本支承へ取替

を行うものである.災害復旧は,基本的に原形復旧とされてい

るが,今回の支承取替えにおいて,現況のタイプ A 鋼製ピン支

承に対し,タイプ B コンパクト型ゴム支承を提案した.横拘束

構造や段差防止構造を設置する必要がなく,耐震性の向上につ

ながり,経済性に優れるためである.しかし,ゴム支承を設置す

るには,橋座から桁下までの高さが非常に高く,高さを調整す

る必要があった。検討した結果,狭隘な施工であり,アンカーボ

ルト設置や溶接を容易なものとするため,下側に鋼製台座,上

側に鋼製架台を設置する計画とした.台座と架台の大きさにつ

いては,アンカーボルトや高力ボルトが配置可能となる形状を

検討し,支承部の復旧を可能とした(写 6).本復旧の支承取替え

ステップについて図 5に示す. 

４.まとめ 

早期供用が求められている中,災害復旧において,今後の余震を考慮した応急復

旧,本復旧と段階的な設計を行うことで,早期交通解放を可能とした。応急復旧は,

平成 28 年 6 月 2 日に工事着手し,平成 28 年 6 月 26 日に交通解放となった.本復旧

工事は, 一部規制を行いながら施工を行い,平成 29 年 5 月末に完了した. 

耐震性に劣るタイプ A(ピン支承)からタイプ B(ゴム支承)に取替えるという命題において,上からの架台と下

からの台座にて高さの調整を行ったことで,限られた桁幅内での配置可能な支承取替計画を行うことができた.

今後のピン支承を有する橋梁の支承取替えの設計で,参考になれば幸いである. 
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写 6 支承復旧状況 

図 3 横拘束構造図 

図 4 応急復旧設計ステップ 

図 5 本復旧設計ステップ 
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